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今
年
も
元
気

に
キ
レ
イ
な
花

を
咲
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

令
和
5
年
4
月
14
日
㈮
、
婦
人

会
活
動
室
に
て
連
合
婦
人
会
・
消

費
者
協
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

会
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
令
和

4
年
度
決
算
・
令
和
5
年
度
予
算
・

事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
1
日
㈪
、
清
元
市
長
が
2

期
目
初
登
庁
さ

れ
ま
し
た
。

岩
田
会
長
他
、

お
出
迎
え
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

姫
路
市
連
合
婦
人
会
会
長
の

岩
田
稔
恵
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
元
気

に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
か
ら
3

年
が
経
過
し
、
よ
う
や
く
収
束

の
兆
し
が
見
え
始
め
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
が
、
5
類
変
更
に
よ

り
意
識
が
緩
ま
ぬ
よ
う
、
感
染

対
策
を
し
な
が
ら
、
今
年
度
も

笑
顔
で
活
躍
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
7
代
会
長
に
就

任
し
11
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
皆
様
方
の
温
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
年
度
ス
タ
ー
ト 

姫
路
市
連
合
婦
人
会

ご
あ
い
さ
つ姫路市連合婦人会

会 長　岩田 稔恵

　

姫
路
市
連
合
婦
人
会
の
皆
さ

ま
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
の
円

滑
な
推
進
に
多
大
な
る
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
2
期
目
の
姫
路
市

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
、
改
め
て
、
市
民
お
一

人
お
ひ
と
り
の
「
命
」「
く
ら
し
」

「
一
生
」
を
守
り
、
支
え
る
と

い
う
使
命
を
全
う
す
る
こ
と
を

決
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
一

生
、
姫
路
で
過
ご
し
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ姫路市長

清 元  秀 泰

清
元
市
長 

2
期
目
初
登
庁

婦
人
会
の
桜

姫路城
「彩雲ライトアップ」

点灯式
3月25日㈯、岩田会長が
出席しました。

■会　　長　
　 岩 田 稔 恵（豊富）
■副 会 長
　 河南眞稚子（中寺）
■会　　計
　 東 山 昌 代（城西）
■書　　記
　 竹 中 安 美（四郷（見野））
■理　　事
　 豊田多恵子（水上）
　 藤 谷 有 香（広峰）
■会計監査
　 上 野 裕 美（豊富）

本年度役員
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（3）  第548号（改版第51号） 2023年（令和5年）婦人ひめじ婦人ひめじ

﹁
白
鷺
と
め
太
郎
﹂

贈
呈
式

6
月
4
日
㈰
、
姫
路
商
工
会
議

所
に
て
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

姫
路

防
衛
協
会
総
会

6
月
6
日
㈫
、
兵
庫
県
公
館
に

て
開
催
さ
れ
、
会
員
3
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

式
典
後
、
森
本
英
香
氏
に
よ
る

「
生
物
多
様
性
保
全
に
関
す
る
国

内
外
の
動
向
と
今
後
の
展
望
」
と

題
し
た
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

地
球
と
共
生
・

環
境
の
集
い

6
月
27
日
㈫
、「
第
73
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
に
岩
田
会
長

を
は
じ
め
5
名
の
役
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

6
月
16
日
㈮
、
イ
ー
グ
レ
ひ
め

じ
に
て
歓
迎
会
が
開
か
れ
、
岩
田

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

フ
�
ニ
�
ク
ス
市
高
校
生

受
入
に
係
る
歓
迎
会

4
月
6
日
㈭
、
姫
路
警
察
署
で

「
白
鷺
と
め
太
郎
」
贈
呈
式
に
岩
田

会
長
、
河
南
副
会
長
、
上
野
理
事
が

参
加
し
ま
し
た
。

「
白
鷺
と
め
太
郎
」
は
姫
路
警
察

署
で
生
ま
れ
た
特
殊
詐
欺
被
害
防

止
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
裏
面

に
「
交
通
安
全
」
と
書
い
た
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
を
連
合
婦
人
会
が
作
り
ま

し
た
。

姫
路
市
か
ら

感
謝
状

6
月
5
日
㈪
、
姫
路
市
奨
学
学

術
振
興
基
金
に
一
日
一
円
感
謝

き
ょ
金
運
動
の
会
か
ら
寄
附
し
、

姫
路
市
か
ら
感
謝
状
を
頂
き
ま
し

た
。

8
月
3
日
㈭

姫
同
教
特
別
講
演
会

8
月
8
日
㈫

第
一
回
地
域
啓
発
講
演
会

8
月
15
日
㈫

姫
路
市
戦
没
者
追
悼
式

8
月
20
日
㈰

西
人
教
研
究
大
会

9
月
予
定

環
境
と
美
化
の
つ
ど
い

9
月
予
定

姫
路
城
観
月
会

9
月
30
日
㈯

姫
路
市
女
性
文
化
大
会

10
月
25
日
㈬

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

11
月
11
日
㈯

お
城
ま
つ
り
総
踊
り

11
月
予
定

あ
い
め
っ
せ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
予
定

姫
同
教
研
究
大
会

R
6
年
2
月
11
日
㈰

世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン

2
0
2
4

今
後
の
活
動
予
定
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2023年（令和5年） 第548号（改版第51号）  （2）婦人ひめじ

5
月
30
日
㈫
、
J
R
姫
路
駅
北

口
付
近
で
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、

街
行
く
人
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布

し
ま
し
た
。

5
月
18
日
㈭
、

明
治
神
宮
会
館

に
於
い
て
、
全
国

赤
十
字
大
会
が

開
催
さ
れ
、
岩
田

会
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

5
月
の
消
費
者
月
間
に
合
わ

せ
、
4
月
25
日
か
ら
5
月
31
日
ま

で
、
姫
路
駅
に
乗
り
入
れ
る
バ
ス

1
2
0
台
に
広
告

を
掲
載
し
ま
し
た
。

契
約
ト
ラ
ブ
ル
・

架
空
請
求
な
ど

困
っ
た
と
き
は
、

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
局
番
な
し

1
8
8
に
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

街
頭
啓
発

キ
�
ン
ペ
�
ン

全
国

赤
十
字
大
会

4
月
26
日
㈬
、
姫
路
の
ま
ち
を

美
し
く
す
る
運
動
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
岩
田
会
長
、
河
南
副
会
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

姫
路
の
ま
ち
を

美
し
く
す
る
協
議
会

6
月
15
日
㈭
、
市
役
所
ロ
ビ
ー

で
姫
路
警
察
署
の
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
、
消
費

者
協
会
か
ら

東
山
理
事
他

1
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
、
タ

ス
キ
な
ど
配

布
し
て
特
殊

詐
欺
の
注
意

喚
起
を
促
し

ま
し
た
。

消
費
生
活

啓
発
活
動

5
月
3
日
㈬
、
平
成
中
村
座
の

初
日
が
始
ま
り
、
5
月
27
日
㈯
に

千
秋
楽
を
迎
え
ま
し
た
。

世
界
遺
産

30
周
年
記
念
行
事

み
ど
り
の

美
化
キ
�
ン
ペ
�
ン

神
姫
バ
ス

車
内
ポ
ス
タ
�
広
告

5
月
12
日
㈮
、
あ
い
め
っ
せ

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、「
ひ
ょ
う
ご
赤

十
字
こ
の
一
年
」
と
ビ
デ
オ
上
映

の
後
、「
き
ず
の
手
当
」「
献
血
セ
ミ

ナ
ー
」
を
学
び
ま
し
た
。三
角
巾
を

使
っ
た
実
技
訓
練
を
真
剣
に
取
組

み
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
姫
路
市
地
区

赤
十
字
の
つ
ど
い

5
月
の
消
費
者
月
間
に
、
姫
路

市
総
合
福
祉
会
館
に
懸
垂
幕
を
掲

揚
し
ま
し
た
。

多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
少
し
で
も

役
立
つ
こ
と
を
願
い
ま
す
。

懸
垂
幕
掲
揚

4
月
29
日
㈯
、
大
手
前
通
り
な

ど
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
婦
人

会
よ
り
5
名
が
参
加
し
、
ご
み
拾

い
を
し
ま
し
た
。

い    

や    

や
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（5）  第548号（改版第51号） 2023年（令和5年）婦人ひめじ

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
期
間
の
6
月
5
日
㈪

か
ら
9
日
㈮
ま
で
豊
富
小
中
学
校
8
年
生
が
豊

富
公
民
館
の
仕
事
体
験
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

私
た
ち
婦
人
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
し
ょ

に
ふ
れ
あ
い
給
食
対
象
者
の
方
に
手
紙
を
書
い

て
も
ら
い
お
弁
当
と
い
っ
し
ょ
に
配
布
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。中
学
生
の
心
の
こ
も
っ
た
手
紙

は
き
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

6
月
9
日
㈮
、
中
学
生
と「
鍋
つ
か
み
」作
り

を
し
ま
し
た
。時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
集
中

し
て
製
作
し
て
い
る
姿
は
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
裕
美
）

校区婦人会校区婦人会
5
月
28
日
㈰
、
香
寺
総
合
公
園
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。

体
育
館
で
は
、
昔
の
遊
び
体
験
や
卓
球
バ

レ
ー
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
フ
ロ
ア
ー
ホ
ッ
ケ
ー
等
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
親

子
連
れ
や
高
齢
者
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ア
ー
ト
展
や
40
店
以
上
の
マ
ル
シ
ェ
が
並

び
、
婦
人
会
は
会
員
手
作
り
の
お
手
玉
を
こ
ど

も
達
に
配
っ
た
り
、バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
音
楽

の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。障

害
の
有
無
や

年
齢
に
関
係
し
な

い
「
ご
じ
ゃ
ま
ぜ
」

で
、
多
く
の
出
会

い
が
あ
り
、
楽
し

い
交
流
が
あ
り
ま

し
た
。

（
飯
田
規
容
子
）

中
寺
校
区

地
域
の
ち
か
ら

「
こ
う
で
ら
ご
じ
ゃ
ま
ぜ
ふ
ぇ
す
」

豊
富
校
区

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
の

　
　
　
　
中
学
生
と
共
に

6
月
8
日
㈭
、
豊
富
公
民
館
で
第
二
回
生
活

学
級
を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
端
布
を
活
用

し
た
ポ
ー
チ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。裁
縫
が

苦
手
な
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
作
り
方
で
フ
ァ

ス
ナ
ー
ま
で
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。布

の
配
色
の
仕
方
で
か
わ
い
ら
し
い
ポ
ー
チ
が
出

来
上
が
り
、
み
な
さ
ん
に
と
て
も
喜
ん
で
も
ら

え
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
裕
美
）

▲「鍋つかみ」製作中

▲ポーチ、すてきです。

豊
富
校
区

か
わ
い
い
ポ
ー
チ
作
り
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2023年（令和5年） 第548号（改版第51号）  （4）婦人ひめじ

5
月
11
日
㈭
、
城
の
西
公
民
館
で
地
域
の
方

と
「
特
殊
詐
欺
」
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
。

姫
路
警
察
の
藤
井
講
師
か
ら
「
携
帯
に
こ
の
番

号
と
こ
の
番
号
は
犯
人
に
つ
な
が
る
の
で
出
な

い
よ
う
に
。」
又
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
実

例
を
沢
山
お
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。「
自
分

は
大
丈
夫　

騙
さ
れ
ま
せ
ん
。」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
詐
欺
の
手
口
は
巧
妙
で
す
。被
害

に
合
わ
な
い
為
に
も
地
域
の
皆
様
の
絆
を
深

め
、
安
全
で
安
心
し
た
生
活
を
。も
し
心
配
や

不
安
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
1
8
8
番
へ
。

（
東
山
昌
代
）

▲悩まず188へ相談· · ·

活動報告活動報告

城
西
校
区

私
は
騙
さ
れ
ま
せ
ん

5
月
14
日
㈰
、大
中
遺
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

春
季
特
別
展
が
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。「
古
墳
時
代
の
技
術
革
新
」

が
テ
ー
マ
で
す
。四
郷
町
の
宮
山
古
墳
の
国
宝

「
大
刀
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。国
宝
の
も
の
は
、
年
間
60
日
し

か
展
示
で
き
ず
地
元
に
い
て
も
な
か
な
か
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
垂
飾
付
耳
飾
り

は
、
現
在
で
も
製
作
が
む
ず
か
し
い
こ
と
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。古
代
へ
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
一
日
で
し
た
。　
　
（
竹
中
安
美
）

▲1500年前にタイムスリップ

四
郷
（
見
野
）
校
区

視
察
研
修
会

5
月
19
日
㈮
、
北
平
野
公
民
館
に
て
第
1
回

生
活
学
級
開
講
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。姫

路
市
役
所
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
室
か
ら
田
中
様
に

お
越
し
頂
き
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
制
度

や
仕
組
み
に
つ
い
て
』
と
言
う
事
で
33
名
の
生

徒
と
学
習
し
ま
し
た
。会
員
の
皆
様
か
ら
の
質

問
で
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
病
院
は
ど
れ

ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
か
？
他
府
県
に
す
む
身
内
の

戸
籍
等
は
コ
ン
ビ
ニ
で
発
行
で
き
ま
す
か
？
な

ど
の
質
問
も
頂
き
有
意
義
な
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
藤
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区
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令
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年
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生
活
学
級
開
講
式
』
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だよりだより

　姫路市では、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく個性と能力を十分に
発揮することができる社会の実現に向けて、平成13年に「姫路市男女共同参画プラン」、平成25年に「姫路市男
女共同参画プラン2022」、平成30年に「姫路市男女共同参画プラン2022改訂版」を策定してきました。
　この度、「プラン2022改訂版」の計画期間が終了することに伴い、これまでの成果、市民の意識及び社会情勢
の変化等を踏まえ、新たなプランである「姫路市男女共同参画プラン2027」を策定しました。
　男女共同参画は家庭や地域、学校、企業、行政など社会のあらゆる分野に関わることから、皆さまとともに力
を合わせて取り組みを進めていくことが大切です。
　皆さまの一層のご理解、ご協力をお願いします。

男女共同参画推進センターは愛称を“あいめっせ”といいます。姫路城の南に面した「イーグ
レひめじ」３階にあり、男女共同参画社会の実現のため様々な事業を行っている施設で、性別・
年齢を問わず誰でも利用することができます。
図書情報コーナーでは、男女共同参画に関する図書・DVD・資料

等の収集や貸し出し（一部持ち出し禁止あり）を行い、ホールや会議
室では、講演会や講座を開催しています。
また、女性のための相談やチャレンジ相談（再就職・起業など）、

男性のための電話相談等も実施しています。
気になる情報をチェックして、または、お気軽にフラッと、お越しく

ださい。

姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”
〒670-0012　姫路市本町68番地290　イーグレひめじ3階　　Tel.079-287-0803　　Fax.079-287-0805

ホームページ　https://www.city.himeji.lg.jp/i-messae

プランの詳細は男女共同参画推進課ホームページをご覧ください

“あいめっせ”にお越しください

イーグレひめじ

「姫路市男女共同参画プラン２０２７」
 を策定しました
姫路市男女共同参画プラン２０２７

Ⅰ 女性の活躍の推進 1.あらゆる分野への女性の参画拡大
2.女性が能力を発揮できる環境づくり

Ⅱ ワーク・ライフ・バランスの推進 1.家庭・地域活動への男性参画を可能にする働き方促進
2.誰もが働きやすい職場環境づくり

Ⅲ 多様性を尊重する社会づくり
1.女性や若者が定着できる地域づくり
2.ライフステージに応じた健康支援
3.生活のセーフティネットの充実

Ⅳ 次世代への継承 1.多様な生き方を尊重する意識の世代間共有
2.男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進

推進体制の整備

施策の
体系
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